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将来人口の設定について

Ⅰ 推計方法の概要

１ 推計期間

平成１７年～６７年までの５０年間

２ 推計の方法

コーホート要因法を用いた。

将来の人口を推計する方法。基準時点における男女別年齢別人口を基にし

て、これに女子の年齢別出生率、男女別死亡率などを作用させて将来の各年

の男女別年齢別人口を求めた。

Ⅱ 人口の将来推計

１ 現状（少子高齢化）

今後も趨勢的に少子高齢化が進行すれば、さらに、生産年齢人口が減少す

る。一方、老人人口は増大すると推計される。

２ 対応策

将来像の実現を目指すため、７つの基本方針に取り組む。

（重点施策）

・ 産業基盤の強化

・ 子育て支援事業の充実

・ 交流人口の拡大

Ⅲ 将来人口の設定

、 。将来人口の設定は 社会移動趨勢型による推計で求めた値を基準に設定する

今後、人口の流出を防ぐ手だてとして、産業基盤の確立（地場産業の育成、

企業誘致で雇用の拡大）等、地域の活性化策を総合計画に取り入れる。

１ 推計人口（Ｈ２９） ５３，０００～５４，０００人

２ 将来人口（Ｈ２９） ５５，０００人

●用語の定義

社会移動趨勢型 自然動態(出生－死亡)＋社会動態（転入－転出）

社会移動封鎖型 社会動態を考慮しない



将来人口　　　　５５,０００人

（１）　人口の推移

（２）　年齢別人口

(資料：国勢調査)

　平成２９年（２０１７年）の目標人口を５５，０００人とします。
　本市の人口は、昭和３０年をピークにわずかではあるが減少し続けていま
す。自然動態では平成７年頃から減少傾向がみられます。一方、社会動態では
昭和３０年のピークから減少傾向であります。
　今後、能越自動車道を始めとする幹線道路の整備促進により、基幹産業の振
興を図るとともに、新たな雇用の創出に努めるほか、住環境整備にも積極的に
取り組み、転入の増加と転出の抑制を図り人口減少の歯止めに努めていきま
す。

（年少人口）

０～１４歳 7,129 6,431 5,888

平成２２年 平成２７年 平成３２年

　平成２９年（２０１７年）の年齢別人口は、年少人口（０～１４歳）が１
１％、生産年齢人口（１５～６４歳）が５２％、老年人口（６５歳以上）が３
７％と予測します。
　平成１９年４月１日現在の年齢別人口は、年少人口１３％、生産年齢人口６
０％、老年人口２７％となっています。
　本市の人口構成の特徴としては、合計特殊出生率は全国平均を上回っていま
すが、婚姻率が減少傾向となっています。一方、高齢化率は増加傾向となって
おり、老年人口の構成比が高くなっていくことが予測されます。
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（１）　国勢調査及び国政調査時の住民基本台帳人口推移

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

国勢調査 32,141 35,225 67,366 30,360 33,601 63,961 29,123 32,748 61,871 ▲ 3,018 ▲ 2,477 ▲ 5,495 ▲ 9.4 ▲ 7.0 ▲ 8.2

住民基本台帳 32,424 35,483 67,907 31,175 34,325 65,500 29,805 33,034 62,839 ▲ 2,619 ▲ 2,449 ▲ 5,068 ▲ 8.1 ▲ 6.9 ▲ 7.5

（２）　過去１０ヵ年の人口推移

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

住民基本台帳 31,975 35,056 67,031 30,767 33,954 64,721 29,057 32,283 61,340 ▲ 2,918 ▲ 2,773 ▲ 5,691 ▲ 9.1 ▲ 7.9 ▲ 8.5

（３）　過去３ヵ年の人口減少数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

住民基本台帳 ▲ 499 ▲ 414 ▲ 913 ▲ 355 ▲ 324 ▲ 679 ▲ 301 ▲ 403 ▲ 704 ▲ 1,155 ▲ 1,141 ▲ 2,296 ▲ 385.0 ▲ 380.3 ▲ 765.3

増減率（％）［Ｈ９－Ｈ１９］
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